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1. はじめに

マニラ戦（1945年2〜3月）で廃墟と化した財務省ビル@ John Tewell
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1. はじめに

マニラ戦（1945年2〜3月）で廃墟を進む米兵@ John Tewell
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1. はじめに

•日中戦争・第２次世界大戦における日本の戦争責任:

•殺害・強制労働・飢饉などによる非戦闘員の大量死

✓中国2000万〜；インドネシア400万；ヴェトナム
200万；フィリピン110万などの主張（実数の確定
は困難）

•性暴力・「従軍慰安婦」問題

•1990年代以来「歴史戦争」の源でありつづける
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1. はじめに

1990年代〜 「歴史戦争」「歴史認識問題」

✓ ナショナリズムがぶつかりあう戦場（過去の事実
を共有する問題意識が欠如）

✓ SNS/Web上の自民族中心主義・歴史修正主義
がアジア諸国に台頭

✓ 摩擦の相手国（中国・韓国）との問題がクローズ
アップされる一方で、摩擦のない相手国（東南ア
ジア、フィリピン）との過去は忘れ去れる

✓ 「質の高い和解」をどのように「制度化」するかが
課題
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1. はじめに

日独・アジアとヨーロッパの比較

✓ 政治的リーダーシップ
✓ ブラント首相「ワルシャワ・ニーフォール（跪

拝）」1970年
✓ 制度化不在

✓ ホロコースト否定論の非合法化
✓ ナチス戦争犯罪の無時効

✓ 和解の基礎となる事実の共有が欠如
✓ ヨーロッパ全体の罪としてのホロコースト vs 

日本（軍）の犯罪
✓ 戦争証言はドイツ／ヨーロッパを圧倒する質と量

（「否定論」をのりこえる加害証言の豊富さ）
✓ 「撫順の奇跡」1950-60s
✓ NHK証言アーカイブズなど
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1. はじめに
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1. はじめに

フィリピン：戦争被害の特徴
✓ 東南アジアでもっとも日本に敵対的な占領地

日中戦争・ドイツ占領下ヨーロッパとの「共通性」
✓ 1946年の独立を予定（1935年以来）・「親米感情」
✓ 日本軍は「米比軍」(USAFFE)と交戦
✓ 侵攻を侵略と受け止める見方が大半
✓ 全土で抗日ゲリラが米軍指揮下に組織化される

戦況の悪化・経済の崩壊（日本軍の現地自活原則による民
生への圧迫にともなう関係の悪化／「ゲリラ掃討」＝「住民は
全て敵匪だと思え」／捷号作戦発動(1944.7.)によりフィリピ
ンは日米戦の「天王山」に／中国・満州から歴戦の大軍がフィ
リピンに転戦（日中戦争の経験がひきつがれる）
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1. はじめに

たとえば･･･振武集団
✓ マニラ東方からバタンガス州の守備を命じられた3
集団のうちのひとつ

✓ 第8師団、第105師団：ほとんどが満州から配置換
え。出身は東北地方（青森、秋田、仙台）が中心

⚫ 藤兵団/バタンガス
✓ 17歩兵連隊（秋田連隊）3000名
✓ 1944年9月 満州からフィリピンに転戦
✓ 1945年1月〜3月: バタンガス州で大量の非戦闘
員を殺害したとされる / バウアン (400*) タール
(2000*)  リパ (1,200*)など

✓ バナハウ山で投降：生存者700名
✓ 戦犯容疑で逮捕20名 兵団長 藤重正従を含む5
名が死刑執行
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1. はじめに

藤兵団の残虐行為

鷹田 源一郎さんhttps://bit.ly/2sCceDZ

「あの部落は、もうゲリラの部落だがら、男でも女子でも
子どもでも皆殺してしまえ」というわげよ、そういう指示を
受けた事があって、いまは公言されね事だべどもよ、居た
人全部、わらし（子ども）の果てまで一人残ったって困る
べ？皆殺し。
日本人もよ、様々なのいるんだな、こったこと、あまり人さ
言われねどもよ、みんな日本の兵隊って男兵だべ？でま
だ25，6だべった。珍しいんだろな、まず女を。して女子
（縄で）締めてよ、本当は言われね事なんだけどよ、恥さら
しだども、「尻を出すべ」と言うわげよ、その女子に、「尻出
すべ」って言って、それが絶対よ、他人のかか（奥さん）な
ばあれだどもまだ生娘だべった、へばやっぱり「はいはい」
なんてな言えねえし、「出へば（出せば）助けるし、んでねば
（でなければ）殺す」って言ったったってよ、絶対抵抗してよ、
して日本の兵隊も日本の兵隊だ、バチッと、殺しちゃって
よ、して殺してがらサルマタ開いで見でよ、「け、こったもの
が（ちぇ、こんなもの）」て革靴でどんとフンマゲダリ（踏み
つけたり）してよ、残酷なもんだなと思ってよ。

https://bit.ly/2sCceDZ
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1. はじめに

マニラ市街戦(1945.2.3-3.3) 
「（第2次世界大戦で）ワルシャワに次ぐ破壊」 D. Eisenhower
日本領土外での日米最後の激戦地・最大の市街戦

「硫黄島の戦い」 (1945.2.15-3.15)
沖縄戦 (1945.3.26-6.23) 
本土空襲 (東京大空襲 1945.3.10 / 山手空襲 5.25 etc.)
ヒロシマ (1945.8.6)・ナガサキ(8.9)

非戦闘員（マニラ市民）犠牲者 10万人にのぼるとされる
4割･･･米軍無差別砲撃による犠牲
6割･･･日本軍による殺害 とされる
米軍･･･戦死 1010 負傷 5,565
日本軍･･･16,000 余りの遺体を収容

フィリピンの第2次世界大戦犠牲者 111万人 政府推計
被害額･･･80億ドル(1953価格)
日本人戦没者･･･51万7000人余

戦後、1950年代までは日本軍残虐行為・戦争犯罪の象徴 →山
下裁判 (1945)・ 東京裁判 (1946-48)



フィリピンと日本 「質の高い和解」への道 /中野 聡

1. はじめに

3年半にわたる軍事占領･激しい戦闘で110万人を超える
戦争犠牲者を出したとされるフィリピン＝戦後もっとも対日
感情の悪い国として知られていた。

駐フィリピン大使を務めた湯川盛夫(在任1957-61
年)は、赴任当時の印象について｢あらかじめ覚悟して
はいたものの、対日感情の悪いことには驚いた。新聞
などにも、日本の悪口の出ない日は、めずらしいくらい
だった｣と述べている：土谷直敏編『山ゆかば草むす屍』
私費出版、1965年、91頁。

ところが今日･･･



2. フィリピンと日本 和解のパターン

✓ 1945  対日戦勝利
/ 戦犯裁判

✓ 1951 サンフランシスコ平和条約
✓ 1953 キリノ大統領特赦
✓ 1956 日比賠償条約
✓ 1962 皇太子夫妻訪問
✓ 1972 戒厳令
✓ 1973 友好通商航海条約批准1974 

小野田さん「救出」事件
✓ 2016 天皇皇后訪問
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✓ フィリピン：戦場で（米とともに）日本を圧
倒、戦犯裁判による応報、戦犯恩赦（赦し）、
賠償（償い）と国交回復＝報復から和解に向
けて関係が前進・フィリピン側が「主体性」
を発揮する機会→徐々に（確実に）反日感情
が緩和した.

✓ 中国：国民政府戦犯裁判・内戦による処罰の
中断／冷戦期、中国・台湾ともに政府主導の
「和解 thin reconciliation」進む／中国＝指導
者責任論（「人民」との分離）

✓ 韓国：脱植民地化と朝鮮戦争・「植民地責
任」問題（旧宗主国・植民地における「和
解」はどこでも難しい）

比中韓の比較✓ 1945  対日戦勝利
/ 戦犯裁判

✓ 1951 サンフランシスコ平和条約
✓ 1953 キリノ大統領特赦
✓ 1956 日比賠償条約
✓ 1962 皇太子夫妻訪問
✓ 1972 戒厳令
✓ 1973 友好通商航海条約批准1974 

小野田さん「救出」事件2016 天皇
皇后訪問

2. フィリピンと日本 和解のパターン
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✓ フィリピン：戦場で（米とともに）日本を圧
倒、戦犯裁判による応報、戦犯恩赦（赦し）、
賠償（償い）と国交回復＝報復から和解に向
けて関係が前進・フィリピン側が「主体性」
を発揮する機会→徐々に（確実に）反日感情
が緩和した.

✓ 中国：国民政府戦犯裁判・内戦による処罰の
中断／冷戦期、中国・台湾ともに政府主導の
「浅い和解 thin reconciliation」進む／中国＝
指導者責任論（「人民」との分離）

✓ 韓国：脱植民地化と朝鮮戦争・「植民地責
任」問題（旧宗主国・植民地における「和
解」はどこでも難しい）

比中韓の比較

2. フィリピンと日本 和解のパターン
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✓ フィリピン人戦争犠牲者 「111万人」
日本人「比島戦没者」 約52万人

✓ 日本人「戦争世代」〜遺族（夫人、両親、子供）・
生還者による「戦没者慰霊」を目的としたフィリピ
ン訪問が始まる（1960年代なかば）。遺骨収集・
慰霊巡拝・慰霊碑建立〜戦後日比の草の根交流
のコアとなる。

✓ 一般に日本人訪問者（戦争世代）は、フィリピンに
対する戦争加害責任やフィリピンの戦争犠牲の大
きさを認識。日本人戦没者慰霊の営みに対する
フィリピン側の寛容と赦しに対する感謝の念を抱く
傾向。

日比和解のユニークな側面としての「戦没者
慰霊」を通じた「和解」

2. フィリピンと日本 和解のパターン

フィリピンと日本 「質の高い和解」への道 /中野 聡



3. 日本とフィリピン 「お詫びと赦し」の好循環
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3. 日本とフィリピン 「お詫びと赦し」の好循環

日比慰霊会設立趣意書（1956年11月18日）
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3. 日本とフィリピン 「お詫びと赦し」の好循環

第1回遺骨収集政府派遣団(1958)
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3. 日本とフィリピン 「お詫びと赦し」の好循環

第1回遺骨収集政府派遣団(1958)
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3. 日本とフィリピン 「お詫びと赦し」の好循環

（左）鹿児島県・花瀬望比公園「死生の扉」
（1968年除幕）（上）フィリピン各地の慰霊碑
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3. 日本とフィリピン 「お詫びと赦し」の好循環

カリラヤ「比島戦没者の碑」（1973年除幕）
2016年1月・天皇皇后訪問
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巡拝者たちのフィリピン認識

｢大勢のフィリツピン人達の中には……複雑
な気持の人が今も多い筈です。私達はその一
人一人の胸の奥に触れる時間もきつかけも
無く、唯、偶々時よく所よく、自然に醸し出さ
れた周囲の雰囲気がよかつたが為に、短い
滞在の間よい面にだけ触れ、よい気分にだけ
浸つて帰国出来たことが、不思議な程仕合
せだつたと思つてゐます｣：衣川貞｢子の遺し
た言葉のままに―ボントツクを訪ねる―
（1961年）｣、土谷、73-80頁。

3. 日本とフィリピン 「お詫びと赦し」の好循環
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（例）中村卯一（生還者）の残した短歌

胸深く戦禍は消えず慰霊碑は比島の民の宥し
のなかに

ふたたびのいのち享けにしフィリピンの訪いし
戦野にふるさとの想い

3. 日本とフィリピン 「お詫びと赦し」の好循環
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中曽根康弘首相 1983年5月 フィリピン訪問･晩さん会答辞

わが国は過去の戦争で貴国と貴国の国民に
多大な迷惑をかけたことは極めて遺憾と思
い、深く反省している……みなさまの友情と寛
大さが温かければ温かいほど日本人はさらに
深い反省と戒めを心がけなければならない。

3. 日本とフィリピン 「お詫びと赦し」の好循環

中曽根康弘は海軍主計中尉として開戦時に
ミンダナオ島ダバオへの強襲上陸作戦に参
加したフィリピン戦経験者。
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中曽根康弘首相 1983年5月 フィリピン訪問･晩さん会答辞

わが国は過去の戦争で貴国と貴国の国民に
多大な迷惑をかけたことは極めて遺憾と思
い、深く反省している……みなさまの友情と寛
大さが温かければ温かいほど日本人はさらに
深い反省と戒めを心がけなければならない。

3. 日本とフィリピン 「お詫びと赦し」の好循環

中曽根康弘は海軍主計中尉として開戦時に
ミンダナオ島ダバオへの強襲上陸作戦に参
加したフィリピン戦経験者。
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昭和天皇の「お詫び」事件 1986年11月 テオドロ･ベニグノ大統領報道官

昭和天皇は｢日本人が第２次世界大戦中に
フィリピンに対してかけた迷惑について、おわ
びを言いつづけた｣｢(コラソン・アキノ大統領
が)そのことは忘れて下さいと言ったが、天皇
はそれにもかかわらず、日本人がフィリピンに
強いた苦痛を日本が償うことを望んでいると
述べた｣。

3. 日本とフィリピン 「お詫びと赦し」の好循環

宮内庁は直ちに否定、外務省は天皇との会見内容は公表しないの
が慣例であるとしてコメントせず、後藤田正晴官房長官が｢事実で
はないだろう。どういった経緯でああいうのが出たのかは分からな
い｣と述べて、一件落着した。

フィリピンと日本 「質の高い和解」への道 /中野 聡



✓制度化されなかった和解
✓後続世代に継承されず
✓日本側では1990年代までフィリ

ピン戦の国民的記憶がほぼ喪失

戦争世代間の「和解」の限界

4. 日本人の忘却

フィリピンと日本 「質の高い和解」への道 /中野 聡



Excerpt from the list of sponsors 

5. フィリピン 忘却への抗議：メモラーレ・マニラ1945
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5. フィリピン 忘却への抗議：メモラーレ・マニラ1945
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5. フィリピン 忘却への抗議：メモラーレ・マニラ1945
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1. ミグエル・ペレス･ルビオ氏（元・大統領府儀典長）：1945年2月12日、
家族の全員をルビオ邸にて日本軍に虐殺された（本人はゲリラとして市外
で戦闘、難を逃れた）。

2. 故フアン・ロチャ（元・スペイン大使）：母親が米軍砲撃で破片を受けて
死亡、親族11名が日本軍に殺害された。

3. ローデス・モンティノーラ（極東大学総長）：2月9日、本人をのぞく家族
全員が自宅に乱入した日本兵に殺害された。

4. イサベル・カーロ・ウィルソン（元・スペイン大使）：ベイビュー･ホテ
ル事件（多くの女性が監禁・レイプされた）で難を逃れた目撃者。

5. ジェンマ・クルス・アラネタ（1964年ミス･インターナショナル）：母カ
ルメン･ゲレロ・ナクピルとマニラ戦を生きのびるが、日本軍憲兵隊に拉
致された父･祖父らクルス家男性全員が殺害された。

参加している日本人男女はBridge for
Peace メンバー（女性は神直子さん）
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忘却に対する抗議

✓ 1995 市民団体メモラーレ・マニラ1945発足
2月 慰霊碑の建立と慰霊ミサ

✓ カーディナル・シン枢機卿が執行 大統領出席
「殺し、レイプし、虐殺した者たちが

罪を認め 赦しを乞いますように
私たちは神に祈ります」（ミサの祈りの一節）

✓ 同団体はマニラ戦の記憶風化・政府や国際社会の無関心に抗議し、南京事件や
広島･長崎とならぶ戦争の悲劇としてマニラ戦が認知されることをめざし、マ
ニラ戦関連文献の出版活動を推進 1990年代から2000年代にかけて多くの文
献が出版された

✓ →日本ではこの動きはまったく報道されなかった

フィリピンと日本 「質の高い和解」への道 /中野 聡



記憶回復への動き

✓ 2005年2月 日比友好月間への批判強まる

✓ 2006年2月 山崎隆一郎大使が慰霊式に出席･謝罪

✓ 2007年8月 NHK 「証言記録 マニラ市街戦 ~死者12万 焦土への一ヶ月」放送

✓ 2011年2月 市民団体ブリッジ･フォー･ピースがマニラ戦追悼式に招待される
／7月 マニラ戦シンポ（一橋大学）にメモラーレ・マニラ関係者を招聘

✓ 2015年2月 マニラ戦追悼式が日本の各メディアで報道される

✓ 2016年1月 天皇皇后フィリピン訪問「おことば」でマニラ市街戦に言及

✓ 2016年6月 キリノ大統領（1953年に日本人戦犯を特赦）顕彰碑が日比谷公
園に建てられる

フィリピンと日本 「質の高い和解」への道 /中野 聡



6. 天皇皇后フィリピン訪問
（2016年1月26-30日）
ほか最近の動き

出発時の「おことば」

フィリピンでは，先の戦争において，フィリ
ピン人，米国人，日本人の多くの命が失われ
ました。中でもマニラの市街戦においては，
膨大な数に及ぶ無辜のフィリピン市民が犠牲
になりました。私どもはこのことを常に心に
置き，この度の訪問を果たしていきたいと
思っています。



両陛下のボディ･ランゲージ

フィリピン到着時：手を振らずお辞儀

フィリピン無名戦士の墓
2分間にわたり頭を垂れる

カリラヤ慰霊碑：深く、短く礼

6. 天皇皇后フィリピン訪問
（2016年1月26-30日）
ほか最近の動き



キリノ大統領顕彰碑
＠日比谷公園

6. 天皇皇后フィリピン訪問
（2016年1月26-30日）
ほか最近の動き



ブリッジ・フォー・ピース
神直子さんのマニラ戦追悼式典
出席をつたえるフィリピン・インク
ワイアラー紙 （2018年2月）

6. 天皇皇后フィリピン訪問
（2016年1月26-30日）
ほか最近の動き



6. 天皇皇后フィリピン訪問
（2016年1月26-30日）
ほか最近の動き

「慰安婦像」建立・撤去騒動
(2017.12.8-2018.4.27)



7. おわりに

✓天皇皇后フィリピン訪問･･･日比の「お詫び」と「赦
し」の好循環のパターンを再現 but 何回も繰り返される
和解と忘却

✓東アジア国際政治のなかに批判的に位置づける必要があ
ることは当然（南シナ海問題、フィリピン政府のポジ
ショナリティ）。その一方、歴史和解のパターンとその
課題の一例として注目し、活用する意味は大きい。

✓「より質の高い和解」･･･忘却による和解の限界をふま
え、記憶の共有・コンセンサスのある程度の制度化を伴
うことが望まれる。日比で可能性を示せば、日中関係に
も応用は可能ではないか。Bridge for Peace等の活動に
期待したい。
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